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1.　本研究は，発達の過程において重要な意味をもつ

初期経験の効果について明らかにし，それが子どもの発

達を助長し，教育の基礎となることをめざす。具体的に

は，従来の研究成果の上に立って，問題をつぎの３点に

しぼってとりあげる。①初期要求不満事態の経験による

効果の検証（実験Ｉ）②初期の認知経験による効果の検

証（実験Ｈ）②経験を与える時期による効果の検証（実

験Ｉおよびn ）。

2.　初期経験の効果を検証するために，成熟が，すみ

やかで，短期間にれ児から成熟までの間を観察すること

の容易な動物（白ネズミ）を用い，生体の初期に，ある

経験を実験的に与え，成熟後にその効果を実験的に確め

る。上記の問題により二つの実験を計画し, 実験Ｉでは，

41匹の動物に初期一定期間食餌および水分制限による飢

餓と渇を経験させ，その効果を成熟後の行動（食餌反応）

において検証し，実験ｎでは,  48匹 の動物を初期一定期

間空間認知に有利な条件のもとに飼育し，その効果を成

熟後の空間認知学習能力において検証する。また両者と

乱 経験を与える時期を実験的に調整し，その効果を吟

味する。

3.　以上の結果，「要求不満事態の経験」は，成熟後

の行動を，同一モティベーションにおいて，より多く解

発させ，要求不満事態に対する抵抗力を強め，「初期認

知事態の経験」は，その後の認知学習能力を高めるとい

う効果をおよぼした。まt-c, 経験を 与え る時期に よっ

て，その効果の程度が異なることが示された。


